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金本伊津子氏の報告をめぐる討議
金本伊津子先生のご講演は，ブラジル日系移民およびアメリカ日系移民に関する長期のフ
ィールドワークに基づいた内容である。とくに移民の高齢化に焦点をあて，高齢者の生活圏
で共に暮らし緻密な現地調査を重ねて，高齢者たちの活動や考え方について重層的な分析を
遂行している。高齢化に関わる基礎的な統計に始まり，現地の人々の活動に関するものまで
幅広い資料が提示され，ブラジルやアメリカにおける高齢化の状況はもちろん，高齢化の過
程をどのように生きるのかという普遍的な課題に関し，私たちがそれぞれ考察するにあたっ
て不可欠の有益な情報を与えている。
コメントの第一の観点は，ブラジル日系移民やアメリカ日系移民の老いの過程においてエ
スニシティの意識化や強化がみられるという指摘に関するものである。高齢化あるいは老い
の過程では，一般に，身体の老化，病や死の意識化，子育てや仕事の第一線で活動するとい
う生活から自分の時間が増加する，という変化などがみられよう。それは，ライフサイクル
において,「死への存在」であることに思い至り，この世からあの世へ渡ってゆくという大
きな変動を実感することでもある。こうした変動の時期を生きるにあたって，感覚を共有す
る人々と共に過ごす時間をもつことは，生活を豊かにする一つの要素だと考えられる。とは
いえ，高齢者が孤立を免れ，そのような空間や時間を確保するには，そうした人々が出会う
きっかけや共通の時間を過ごすことを可能にするシステムが不可欠であろう。講演の内容か
ら，ブラジルやアメリカへの移民の場合，経験や理解は現実には多様であっても，移民の歴
史という「物語」を思い起こし語ることや,「日本文化」に関する催しや集いに参加すると
いう機会には恵まれているとみられる。そうした機会をとおして,「エスニシティ」感覚は
常に刺激を受け，まさにその感覚が，生き生きと活動する契機となっているケースもあり，
人々が生き続けることを助けるという側面も感じられる。
活動を可能とする機会として，多くの移民たちが集う場となってきたキリスト教の一教派
の教会活動も，老いの過程にある人々が安定的・継続的に出会い，互いにケアをするという，
繋がりの実践を支援する一つの要素として機能していると思われる。
「エスニシティ」に基づく活動や「宗教」関連活動などによって出会う人々は，具体的な
食べ物や歌，俳句など「日本文化」と関連付けられた楽しみの時間を共有する｡「移民」し
てきたことに端を発するこれらの活動は，一世からの歴史のなかの苦労やその語りという共
通の基盤に支えられ,「文化を伝える」という希望に開かれ，世代を越えてコミュニティに
活力を与えてきた側面があろう。
とはいえ，コメントの第二の観点として，異なるエスニシティの人々との結婚（インター
マリッジ）も進んでいる現在，世代間の意識や活動に現れる繋がりのありようの変化が注目
される｡「エスニシティ」の強化がみられる，移民の経験を共有する同世代の人々の繋がり
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は確保されても,「文化」をめぐる子ども世代との繋がりはどのような変化を遂げているの
だろうか。また，同世代であっても移民や移住の時期によって，目的や経験が大きく異なる。
筆者が調査を進めているカナダにおいても，第二次世界大戦以前に移民した人々の子孫であ
る二世や三世と，戦後移住の新一世や最近の移住者の間では，主たる使用言語が異なること
もあって，生活圏が重ならない傾向がみられる。
第三の観点として，異なるエスニシティ間の関係を調整しようとする動きがあるのか否か
が興味深い。多文化主義を標榜するカナダでは，高齢者集合住宅やナーシングホームにおい
ても，異なるエスニシティに開かれた構成を工夫し実践することが推奨され,「老いのエス
ニシティ強化」という傾向との調整が試みられている。だが，とりわけ「食事」に関しては，
イメージも含め故郷の味への拘りの増加が観察され，エスニシティの異なる人々の共存と高
齢者たちの希望をいかに満たしてゆくのかという点の調整が，具体的な課題の一つとなって
いる。ブラジルやアメリカの場合，高齢者の生活圏はむしろエスニシティを重視して運営さ
れる傾向があるということであったが，いずれも移民の国にあって，高齢者の生活圏の周辺
文化における位置づけは，どのように受け止められているのだろうか。
時間の制約もあったがコメントに関して応答をいただき，とくに第二，第三の観点に関し
ては，カナダや日本との違いも含め，さらに議論を深める機会が期待される。このシンポジ
ウムに参加することによって，ブラジルなどからの移民が増加し多文化社会へと変化を遂げ
つつある日本にあっても，高齢者の生活全体の満足（ウェルビーイング）を構成する要素を
探り，それらを充足させてゆくシステム作りに私たち一人一人が参加する際に貴重な視点を
蓄積することができた。
（国立民族学博物館先端人類科学研究部教授 鈴木七美）
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